
施策の総括表　進捗管理シート 資料３

6-1
遊園ルネ
サンス

6-2
日本ライ
ン再発見
ルート

6-3
城下町景
観・環境
レベル
アップ

6-4
城下町ク
リエイ

ティブ移
住

6-5
SDGs体

験・学習
サイト

6-6
クロス

オーバー
資源開発

6-7
ユニーク

MICE

6-8
広域
連携

水景 水景 城景 城景 緑景
水景
城景
緑景

水景
城景
緑景

水景
城景
緑景

各種計画の策定・改定（第6次犬山市総合計画策
定、都市計画マスタープラン・緑の基本計画改
訂、犬山市景観計画改訂）

継続 左記の計画はR5.3に策定・改訂を完了。各施策を計画的に実施 各施策を計画的に実施

河畔空間活性化事業の実証事業の一環として
「河畔 de カタリーヴァ（ワークショップ）」
を開催

拡充

木曽川河畔空間整備基本構想策定時に内田地区住民との意見交換（ワーク
ショップ）を開催。河畔に必要な機能、あるべき姿などを語りあい意見集約
した。また必要な機能を検証する機会、及び河畔で地域住民が活動したり活
躍したりする機会や気運の醸成、河畔に親しむ契機として地区住民とともに
実証事業を実施（宵のいぬやマルシェ模擬店出店、柿販売の朝市出店、早朝
ラジオ体操開催など）。

内田地区の子どもから高齢者まで多くの関わりを得ながら河畔が唯一無二の
空間となるよう、取組みを継続する。8月末に早朝ラジオ体操、秋に再度朝市
への出店、来春には花見など楽しみながら河畔に親しむ取組みを実施予定。
灯りの実証事業も検討。

「犬山市かわまちづくり計画」策定の取組み 新規
木曽川河畔空間整備基本構想策定の後、具体的な事業化を目指し国と協議の
上「かわまちづくり計画」着手の為の予算確保及び準備を進めた。

令和6年10月頃を目途にかわまちづくり協議会を開き会議を開催の予定。計3
回の議論を経て年度内に素案を完成予定。河川管理者との協議も踏まえ令和7
年度での認定を目指す。

2
宿泊・飲食・物販の誘致
（マッチング）［遊園ゾー
ン・犬山駅周辺］

犬山館跡地の利活用 継続

犬山館本館跡地の利活用について、R5年に管理会社へ照会。犬山市が進める
観光戦略の概要及び河川空間活性化の取組みについて説明。その後所有権移
転があり新所有者に対し再度状況を説明（R5.11月）。令和6年8月に再度所有
者へ連絡。買い手は見つからず状況に変わりないとの回答。

民間による取引であるため市が主体的に実施できるものではないが継続して
声掛けし注視していく。

● ● ●

「木曽川河畔空間整備 基本構想」策定と事業推
進

拡充
R5.8月に「木曽川河畔空間整備基本構想プラン①～③」を完成・公表。現在
は基本構想の内容を踏まえ、整備に向け河川管理者と協議を進めている。

河畔の整備を目指し、まずは堤防の構造を調べる必要があることから、地質
調査を実施予定(令和6年秋以降）。加えてかわまちづくり策定にも着手
（「犬山市かわまちづくり計画」策定の取組み参照）。

「宵のいぬやマルシェ」開催（R4・R5・R6） 拡充
内田地区遊歩道（市道犬山395号線）にて河畔活性化の実証事業として宵のい
ぬやマルシェをR4・R5・R6と継続開催。ロングラン花火とともに多くの来訪
をもたらし河畔活性化と夜の賑わいづくりに資する取組みとなった。

花火との組み合わせによる本催事は誘客・賑わいづくり・消費の面で有効的
である。今後も更に良いコンテンツとなるよう、朝市協同組合と連携しなが
ら工夫し実施する。

【再掲】河畔空間活性化事業の実証事業の一環
として「河畔 de カタリーヴァ（ワークショッ
プ）」を開催

拡充

木曽川河畔空間整備基本構想策定時に内田地区住民との意見交換（ワーク
ショップ）を開催。河畔に必要な機能、あるべき姿などを語りあい意見集約
した。また必要な機能を検証する機会、及び河畔で地域住民が活動したり活
躍したりする機会や気運の醸成、河畔に親しむ契機として地区住民とともに
実証事業を実施（宵のいぬやマルシェ模擬店出店、朝市出店、早朝ラジオ体
操開催など）。

内田地区の子どもから高齢者まで多くの関わりを得ながら河畔が唯一無二の
空間となるよう、取組みを継続する。8月末に早朝ラジオ体操、秋に再度朝市
への出店、来春には花見など楽しみながら河畔に親しむ取組みを実施予定。
灯りの実証事業も検討。

木曽川うたかた亭の試験実施(各務原市連携事
業）

新規
R5年11月に犬山市と各務原市による協働連携事業。改修を終えた屋形船（有
楽丸、若あゆ丸）を用いて遊覧をしながら寿司と酒を楽しむ船、お茶と和菓
子を楽しむ船の二艘を試験的に実施。

高級船を活用した取組みであり高付加価値・高単価商品造成に繋がるものと
して有効と考える。安定した実施スキーム等と関係者（木曽川観光、旅行会
社、宿泊施設等）との連携強化も事業化に向け研究が必要である。

栗栖園地の適正な管理 継続
木曽川河川敷内、栗栖園地の適正な管理を実施。地元住民等による桃太郎発
展会に委託。キャンプ利用などアウトドア利用が進んでいる。

国土交通省木曽川上流河川事務所に対し、河川法準則に基づく区域指定及び
管理団体認定に向けた相談・協議を進めてきた。今後はかわまちづくり計画
に運用に関する事項を記載した上で、将来には管理団体認定により、エリア
マネジメントの実現を図りたい。

市が所有する屋形船「若あゆ丸」の活用 継続
市が所有する屋形船「若あゆ丸」の高質化を図るため、改修を実施（R5年6月
完成）。有料利用数R5年度4件、R6年度1件(8月時点）。

木曽川観光㈱と連携・協議を進め、木曽川観光㈱所有の高級船「有楽丸」と
ともに利活用拡大に向けた販売、営業を実施している。販売に際しては有楽
丸が優先される状況にあるが、宿泊施設連携により国内外の富裕層に向けた
企画も生まれており二艘利用などで更なる活用を図る。

遊覧船メニューの充実（春の犬山城遊覧船、秋
の紅葉船の定例運航及び企画船の実施検討）

継続
船会社木曽川観光㈱の取組みを支援。春の犬山城遊覧船及び秋の紅葉船を毎
年恒例の犬山の舟遊びとして定着することができている。

鵜飼シーズン以外の川遊びを充実することは犬山観光に必要な取組みであ
り、今後も木曽川観光㈱と連携し事業を継続する。また、40人乗りなど大人
数での遊覧以外で屋形船を利用したクルーズの企画としてR5年11月に飲食と
クルーズをセットにした商品造成を行った。

5 文化的景観の研究・検討 取組み実績なし 継続 取組み実績なし 本市にとってどのように取組みを進めていくか研究を行う。 ● ● ●

日本ライン夏まつりロングラン花火の開催 拡充

R4年8月に日本ライン夏まつりロングラン花火を3年ぶりに開催（8/1～10ま
での10日間）した。以降、R5、R6年度も開催。あらためて花火のコンテンツ
としての重要性を認識することができた。R6年度は5年ぶりに協賛金を募集。
約80社、330万円程の支援をいただいた。

次年度以降もロングラン花火という形式で開催予定。1日で大規模な花火大会
を実施するのではなく、長期間・短時間実施することによる周辺への経済効
果（消費額の増、宿泊客の増）は大きいと考える。分散化にも繋がる。内容
については更に魅力が高まるよう要検討。

【再掲】「宵のいぬやマルシェ」開催
（R4・R5・R6）

拡充
内田地区遊歩道（市道犬山395号線）にて河畔活性化の実証事業として宵のい
ぬやマルシェをR4・R5・R6と継続開催。ロングラン花火とともに多くの来訪
をもたらし河畔活性化と夜の賑わいづくりに資する取組みとなった。

花火との組み合わせによる本催事は誘客・賑わいづくり・消費の面で有効で
ある。今後も更に良いコンテンツとなるよう、朝市協同組合と連携しながら
工夫し実施する。

ホテルでの夜市開催（ホテルμスタイル犬山エ
クスペリエンス）

継続
犬山朝市協同組合との連携により、3周年記念イベント「3rd アニバーサリー
ガーデン」と称した3日間限定の夜市を開催（R6.7月）。

犬山駅西という好立地を活かすなど、今後も夜の賑わいづくりに資する取組
みの充実を期待する。

犬山観光グルメマップの作成 新規
犬山観光特使遼河はるひ氏おすすめのグルメと観光スポット、市内ホテルス
タッフが推薦する夜グルメをまとめたマップ(チラシ）を作成（R6年度）。宿
泊者が夕食の店舗が分からないという声に応え企画。

宿泊者やホテルスタッフからは好評の声を得ている。犬山の食は現状におい
ても多様ではあるが、情報が行き渡らない状況にあるので周知方法を今後も
工夫する。

犬山駅西ロータリーでのイルミネーション装飾
設置

新規
市内事業者（(株)メイデン）からイルミネーション装飾一式の寄附があり実
現。R5年犬山の玄関口である犬山駅西に設置（R5.11月下旬～R6.2月末ま
で）。駅前通り発展会の電飾と合わせて駅前が美しく彩られた。

R6年度以降も実施予定であり、冬のコンテンツとして可能性を有しているこ
とから、更なる工夫をしていきたい。

名鉄三園（明治村、リトルワールド、モンキー
パーク）の取組み

拡充

明治村「宵の明治村」開催。和傘アート・花火・野外ステージ・宵の体験工
房等（R6.8/10-18。20：30まで延長開村）、日本モンキーパーク「モンパ
の夏まつり」開催。アトラクションライトアップ、打ち上げ花火、ナイトバ
ブルショー等（R6.8/11-14。）。リトルワールド「ワールドサマーナイト
フェス」開催。夜市・打ち上げ花火・ミュージックステージ・スカイランタ
ン等(R6.8/土日他。20：00まで延長）。

夏季イベントとして各施設ともに営業時間を延長。様々な催事や魅力的なイ
ベントを実施し充実している。三園ともに花火打上を行っており、木曽川で
のロングラン花火との連動も検討したい。

「河畔 de カタリーヴァ」の連携事業として
「桜ライトアップ」（実証事業）を実施（R6年
3月）。

新規

河畔空間活性化事業の実証事業の一環として「河畔 de カタリーヴァ：桜ライ
トアップ」を実施。（R6.3月）。夜暗くて寂しい木曽川河畔内田地区に約280
ｍのストリングスライトを設置。朝市組合の協力で僅かながら夜店も出店。
内田地区住民とともに桜の木の下での語らいの機会も設けた。

河畔の遊歩道を明るくしてすることについて、防犯、賑わいづくり、空間の
高質化、という点で一定の効果はあると考える。城から河畔への連続性につ
いても課題があり手法や内容については今後も検討が必要。

新規
継続
拡充
終了

令和6年8月までの取組み状況 令和6年9月以降の取組み(予定）

ナイトタイムエコノミーの充
実（イベント、飲食店、イル
ミネーション、ライトアップ

など）

6

遊覧船メニューの拡充（企画
船、定期船等）

4

まちなみや景観誘導、まちづ
くりの在り方検討

1

●

●●

● ●

●●

●●

木曽川河畔の憩いと賑わいづ
くり（マルシェの通年実施
他）、エリアマネジメント

3

●

基本理念
高めるもの

方向性
チャレンジする施策 事業内容

●

●

●

ゆっくりと
安心して歴

史・文化・自
然が楽しめ、
地域も潤う

（コンフォタ
ビリティ）

滞在・体験型観
光

（宿泊施設の充
実＆

多様な体験コン
テンツ提供）

重点プロジェクト
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7

多様な宿泊形態の実現（新た
な宿泊施設誘致、イベント民
泊＋民泊施設、簡易宿所、一
棟貸切り型宿泊施設）

取組み実績なし ― 取組み実績なし
(株)DONDENの古民家をリノベーションした宿泊施設及び飲食店事業がR7年春
に開業すると聞いている。市・協会としても情報発信をはじめとした支援を
行い宿泊者数の増、高単価高付加価値の旅造成を図りたい。

● ● ● ● ●

ホテルインディゴ犬山有楽苑との連携 継続

木曽川河畔、内田地区名鉄犬山ホテル跡地に「ホテルインディゴ犬山有楽
苑」がオープンした（R4.3月）。令和4年度末からは名古屋鉄道(株)とともに
定期的な打合せの機会を設け、新たなコンテンツ造成や協働の仕組みづくり
について検討している。

本市において核となる宿泊施設であり、連携を深めて観光戦略KPIの一つであ
る宿泊者数増加を目指す。

ホテルμスタイル犬山エクスペリエンスとの連携 継続
朝市協同組合とホテルとの共同企画。ホテル前で出張朝市を開催（R5.7月
他）。夜市も開催。わん丸君ルームの造成、多目的ルームの利用（大河ドラ
マ鑑賞会及び撮影イベント（犬山でポートレイト））など連携を進めた。

犬山駅西という好立地を活かした連携を模索し宿泊者数の増加のため協働を
進める。撮影イベント（犬山でポートレイト）は宿泊プランとして造成予定
（R6.11月）

9
栗栖、今井、八曽などのキャ
ンプサイト活用

栗栖園地の拡充 継続
栗栖園地南部分を整備し芝生広場を拡充する工事を実施（R5年3月）。芝貼り
作業を桃太郎発展会を中心とした地域住民とともに行った(R4・5年度）。整
備費用はあいち森とみどりづくり都市緑化推進事業を活用。

芝生広場は現在、キャンプ利用、ピクニック利用で賑わいを見せているが、
広大な芝生広場の利活用の可能性は大きく、多様な過ごし方、遊び方が考え
られる。増水などの対応も踏まえた上で管理運営体制を国との協議を経て、
かわまちづくり計画策定の中で整理した後に、更なる可能性を模索していき
たい。

● ● ●

体験型観光コンテンツの造成及び拡充（シェア
リングエコノミーの仕組みを活用等）

継続

シェアリングエコノミーを活用した取組み実績として、R5年度はメニュー数
32件（うち新規メニュー8件）延べ参加者数270人となった。
特に、春、夏などは城前観光案内所等を会場に、「＃思い出できすぎ犬山体
験」として集中的に体験フェアを開催。利活用が進んでいる。
※主なメニュ－はわらじ作り、かんざし作り、犬山焼絵付け体験など

R6以降も継続して担い手・利用者募集の取組みを実施。チラシの作成・配
架、Instagramでの発信、犬山観光情報HPでの周知宣伝をすることで新規メ
ニューの造成増を図る。また、市・観光協会自身もコンテンツづくりを進め
る。

文化史料館でのワークショップの開催 継続
犬山市文化史料館にて、家紋のうちわづくりなど歴史文化にちなんだ工作体
験を実施。

歴史文化にちなんだこれらの取組みは、犬山らしさを感じる事業であり参加
者からも好評を得ている。ワークショップは今後も継続していく予定。

犬山城早朝開城の実施 終了
ホテルインディゴ犬山有楽苑、ホテルμスタイルと連携して犬山城の早朝開
城企画プランを造成・販売（R5年8月1日～10日）。計58名が参加。

早朝開城のニーズはあり、参加者からも好評であったが令和6年度は未実施と
なった。今後は単発の企画でなく継続可能で収益性のある無理のない実施ス
キームとなるよう、関係者と調整が必要であり検討を続ける。

わん丸君ルームの造成 継続
ホテルμスタイル犬山エクスペリエンスと連携し、市の公式キャラクターであ
る「わん丸君」に特化したコンセプトルームを造成（R5年4月～）。

部屋の利用そのものが目的となる企画であり、話題づくり及び特定の目的と
なるツーリズムとして有効と考える。更に魅力を増すよう工夫していく。

若い太陽の塔の魅力発信 新規
岡本太郎氏による「若い太陽の塔」の価値を高め市民愛を深めるため、下期
リーフレットに若い太陽の塔を掲載（R5.9月～R6.3末）。

アートを活かした取組みはコアな客層の開拓やファンづくりに重要であるが
定着には時間を要するため手法やプロモーションのあり方を模索する。

新アトラクション（モンキーパーク駅）スター
ト

新規
日本モンキーパークの事業。令和6年3月にモンキーパーク内に新アトラク
ションとしてオープン。電車運転シミュレーター、車掌アナウンスチャレン
ジなど名古屋鉄道ならではのアトラクションが好評を得ている。

同左

デジタルチケットの導入 継続
明治村、リトルワールド、モンキーパークにてWEBで購入可能なデジタルチ
ケットを導入。お客様にとって利便性向上とデータ把握に有効な取組み（R5
年度～）。

利便性向上に繋がる取組みである。WEBによる取引であり今後は購入者の属
性把握などデータ取得と分析も見据えた連携を期待している。

明治村60周年 新規
昭和40年（1965年）、明治建築を保存展示する野外博物館として開村。令和
5年10月、帝国ホテル（ライト館）100周年。令和6年5月。類型入村者数
5,000万人突破を達成。

令和7年3月には明治村開村60周年を迎える。現在各種企画を検討中。本市は
情報発信はどを中心に連携し回遊性を高めたい。

リトルワールド、ネパール寺院の改修をクラウ
ドファンディングにより実施。

新規
リトルワールド内の施設であるネパール寺院の修復作業を実施するにあた
り、クラウドファンディングにて1,000万円超を集めることができた。

施設の維持管理には莫大な費用を要するため、今後も工夫して財源確保に努
める。財政面では市として支援できる範囲は限定的であるが情報発信等での
連携を図る。

花手水の設置（初夏及び冬） 継続
犬山城下町に花手水を設置。市及び協会にて城前観光案内所、城前広場、磯
部邸に設置。城下町の多くの店舗の参画もあり、犬山らしく町並みの風情に
合う企画となった（R5年6月・R6年2月・R6年6月実施）。

今後も花手水を継続して設置することで、犬山城下町の価値とブランド力向
上を図る。非繁忙期のコンテンツとしても成長を期待している。各店舗でも
R7年2月頃にも実施予定。

＃思い出できすぎ犬山体験の開催（春休み・夏
休み）

継続
春休み、夏休みの時期に、多くの体験型観光コンテンツ体験会を集中して開
催。インターネットサイトでの申込以外に、直接受付なども対応すること
で、利用しやすい仕組みとした（R5.8月、R6.3月、R6.8月開催）。

いわゆる「おんぱく」的なイベントほどの大規模感はないものの、仕組みと
しては同様である。地道ではあるが利用者もあり今後も継続していく方針と
している。

観光プロモーションの通年化 継続

R4年度から四半期毎でなく、観光プロモーションを3-8月と9-2月の通年実施
とすることで観光客の分散化・平準化を図っている。また幅広い世代に来訪
を促すことも見据え「大人アガル犬山」と称したプロモ展開を図りミドル世
代も楽しめる犬山観光を目指している。

R6年度以降も、通年プロモによる時期の分散化、大人（ミドル世代）をター
ゲットとすることで幅広な世代の来訪を期待する世代の分散化などの取組み
を継続する。

駐車場使用料の見直し（特定日の設定） 新規
時期により異なる使用料を設定できる仕組みを導入し、観光駐車場周辺の混
雑緩和への効果検証、歳入の増加を図る為、令和6年6月定例議会にて駐車場
設置及び管理条例の一部改正が可決された。

これにより令和6年11月から観光駐車場の利用増加が見込まれる日として特定
日を設け、1時間あたりの使用料を変更（値上げ）する予定。財源確保と分散
化など課題改善の取組みは重要であり今後も様々な検討と実践を図る。

犬山城再入場券の発行・開場時間の延長 継続
犬山祭及びＧＷ時に、混雑や待ち時間緩和、城下町回遊の施策として、犬山
城の再入場が出来る券を発行するとともに、開場時間を1時間延長。

施策として有効であり、今後も状況を見て実施していく。
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犬山城下町、明治村、リトル
ワールド、キャンプサイト、
河畔等を企業・法人・大学等
がＭＩでの活用促進

明治村、リトルワールドのＭＩＣＥ活用検討 継続

愛知県国際観光コンベンション課との連携事業。ユニークMICEの場所とし
て、明治村（呉服座、帝国ホテル正面玄関）を選定。情報提供し利用を促す
取組みを実施。また、明治村及びリトルワールドをJNTOが制作するMICEコン
ベンションガイドブックに掲載、活用を促している。

今後も本市の資源を活かしMICE活用が進むよう研究を進めるとともに、支援
を継続する。一方で左記でのミーティングの場としての利活用が多数実現す
るものではないことから、インセンティブ旅行に対する体系的なアプローチ
の仕組みを確立する必要がある。

● ●

16
MI（ミーティング、インセン
ティブ旅行）を中心にした
MICE誘致の推進

スポーツコミッション事業によるＭＩＣＥ展開 拡充
いぬやまスポーツコミッション（スポーツ交流課所管）によりバスケット
ボール、少年野球大会などの誘致を実施。多数の参加者が宿泊することで市
内消費を拡大する取組みとなっている。

今後も機会を捉えて積極的に誘致し、開催に向けた支援を実施する。 ● ● ●

ホテルμスタイル犬山エクス
ペリエンス・ホテルインディ
ゴ犬山有楽苑等の宿泊施設と
の連携・体験コンテンツのガ
イダンス機能

11

滞在・体験型観
光

（宿泊施設の充
実＆

多様な体験コン
テンツ提供）

14 ●

ゆっくりと
安心して歴

史・文化・自
然が楽しめ、
地域も潤う

（コンフォタ
ビリティ）

●

●●●

●10

●
観光客が集中する時期、時
間、曜日、場所などの分散
化・平準化

季節ごとに異なるコンテン
ツ・体験イベントの実施

13 ●●

●

● ●

12
テーマパーク名鉄３園の魅力
発信と一泊したくなる仕掛け
づくり

多様な体験型観光メニューの
開発（シェアリングエコノ
ミー活用等）

● ●●

●

既存宿泊施設の充実8 ●

●
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重点プロジェクト

木曽川中流域観光協議会での河畔を中心とした
広域連携

拡充

犬山市、各務原市、可児市、美濃加茂市、坂祝町の4市１町による協議会（岐
阜県主導）。木曽川中流域の魅力発信と具体的な事業の実施を進めている。
R5年度はR4に続き「River to Summit」として11月に流域全体で複数イベント
を同時開催。犬山と各務原市は共同で両岸でのマルシェ（犬山は朝市ロング
版）を開催。内田地区住民と朝市に臨時出店（地元で採れた柿の直売）する
など取組みも充実した。また高質化された屋形船で寿司と酒や和菓子とお茶
を楽しむ企画を実施、好評を得た。

広域連携の取組みとして中流域の枠組みは有効であり、愛知県側から唯一の
参加自治体として今後も精力的に参画していきたい。また木曽川を挟み両岸
で催事を開催することは河畔活性化に更なる拡がりを持たせることになるた
め、今後もマルシェなど多様な企画を両市で進めていく。Ｒ6年度は昨年度に
続き内田地区住民と朝市に臨時出店の予定。また犬山橋港からサクラヒルズ
までの特別航路での遊覧船も運航予定。

名古屋鉄道を中心としたCo-machi観光推進協議
会での取組み

新規

名古屋鉄道（株）が主導。なごや圏を中心とした観光圏の創造を目指す広域
観光の取組み。名古屋市及び周辺都市の魅力的な観光資源を繋ぎ「なごや
圏」としてブランディングと誘客を図る。犬山市、岡崎市など11自治体が参
画（R5年度発足時点）。

R5年度及び6年度の主な取組みは、関西駅でのプロモーション、香港旅行博で
のPR事業、ポスター等媒体の作成、航空会社との連携事業等。今後も広域連
携ならではの効果的な取組みを期待し参画する。

あいち歴史観光デジタルスタンプラリーの実施 新規
愛知の歴史観光を広くPRし周遊を促すために実施。小牧・長久手の戦い、三
英傑所縁の城など、テーマに沿った10のコースを巡る。

戦国時代の歴史を辿る歴史観光のコンテンツ。本市は国宝犬山城というラン
ドマークを有し、愛知県内の周遊を促進するものであり参画は意義があると
考える（R6.7/1-R8.2.28）

愛知県・名古屋市・名古屋鉄道等との連携によ
るインバウンド需要の取込み

拡充

コロナ禍を経て円安状況にもある中、犬山においても外国人観光客の増加が
目立つようになっている。市及び観光協会単独ではターゲット国である台
湾、タイに対し旅行博出店、旅行会社への営業など熱心に取組んでいる一方
で、愛知県、名古屋市、名古屋鉄道（株）、宿泊施設等との連携によるス
ケールメリットを活かした海外誘客も重要であり繋がりを強化して実施して
いる。

犬山城の登閣者数も外国人観光客が多くなり、観光案内所への来訪者数も増
加傾向にある。特に平日の誘客という点ではインバウンドは重要であり非繁
忙期での誘客に資すると考える。地域に配慮した受け入れ体制を官民で整え
た上でしっかりとした対応をしていきたい。

各務原市との連携 拡充

木曽川うかい事業の共催、日本ライン夏まつりロングラン花火の共催（両市
観光協会、両市商工会議所も含めた実行委員会）、遊覧船事業の連携、両市
でのキャラバン・宣伝活動など、木曽川を挟み効果的な観光振興を進めてい
る。

今後は木曽川中流域観光協議会の枠組みも活かし木曽川河川空間活性化を主
要な取組みとして連携を深める。

国宝五城によるお城ＥＸＰＯへの参画 継続
横浜市で開催される最大の城イベント「お城ＥＸＰＯ」に国宝城郭都市の５
市による「国宝城郭都市協議会」として参画。他のブースに劣らず大変な好
評を得ることができた（R4年12月、R5年12月）。

本市の大きな強みである「国宝犬山城」を活かしたプロモーションは、コア
なファンの獲得・拡大、目的地となる旅の造成促進に資するものであり、今
後も「お城」を活かしたプロモーションは必須と考え充実を図る。

国宝五城によるデジタルスタンプラリーの実施 継続
専用アプリ「ニッポン城めぐり」とのタイアップ企画として「至高の城　国
宝五城巡り」を実施（R5.12月～R6.8月末）。城ごとに5つのポイントが設定
され計25ポイントを巡る仕組み。

広域でのラリーとなるが、利用者も多くコンプリートも見られるなど強味を
活かした周遊・誘客を可能にしている。本年8月で終了するが、好評であるこ
とから協議会内で再実施を検討する予定。

【再掲】木曽川中流域観光協議会での河畔を中
心とした広域連携

拡充

犬山市、各務原市、可児市、美濃加茂市、坂祝町の4市１町による協議会（岐
阜県主導）。木曽川中流域の魅力発信と具体的な事業の実施を進めている。
R5年度はR4に続き「River to Summit」として11月に流域全体で複数イベント
を同時開催。犬山と各務原市は共同で両岸でのマルシェ（犬山は朝市ロング
版）を開催。内田地区住民と朝市に臨時出店（地元で採れた柿の直売）する
など取組みも充実した。また高質化された屋形船で寿司と酒や和菓子とお茶
を楽しむ企画を実施、好評を得た。

広域連携の取組みとして中流域の枠組みは有効であり、愛知県側から唯一の
参加自治体として今後も精力的に参画していきたい。また木曽川を挟み両岸
で催事を開催することは河畔活性化に更なる拡がりを持たせることになるた
め、今後もマルシェなど多様な企画を両市で進めていく。Ｒ6年度は昨年度に
続き内田地区住民と朝市に臨時出店の予定。また犬山橋港からサクラヒルズ
までの特別航路での遊覧船も運航予定。

小牧・長久手の戦いゆかりの地同盟による合戦
印の作成・販売

新規
令和6年3月、小牧長久手の戦いゆかりの地同盟による合戦印を販売（3市：小
牧500枚、日進500枚、犬山1,000枚。それぞれ完売）.。歴史文化を活かし広
域での周遊を促す取組みとなった。

広域的な取組みが今後も更に推進できるよう、第二弾の合戦印作成に向け、
他の同盟市町に対しても実施を呼びかけている。

尾張藩連携事業における旅行商品造成 継続
インバウンド獲得を目指す旧尾張藩での取組み。R5年度はイギリスでの旅行
博出展（レップ）、商品造成等を実施。

本市のインバウンドのターゲット国は台湾とタイであるが、今後は欧州も開
拓していきたい。足がかりとして市単独ではなく広域連携での取組みに参画
することは有効と考えている。欧米豪からの誘客は時間を要するので地道な
取組みを継続する。
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リニア中央新幹線開業を意識
した広域連携推進（首都圏・
関西圏・インバウンドを意識
した誘客）

【再掲】国宝五城によるお城ＥＸＰＯへの参画 継続
横浜市で開催される最大の城イベント「お城ＥＸＰＯ」に国宝城郭都市の５
市による「国宝城郭都市協議会」として参画。他のブースに劣らず大変な好
評を得ることができた（R4年12月、R5年12月）。

本市の大きな強みである「国宝犬山城」を活かしたプロモーションは、コア
なファンの獲得・拡大、目的地となる旅の造成促進に資するものであり、今
後も「お城」を活かしたプロモーションは必須と考え充実を図る。
特に関東圏からの誘客はリニアを見据え重要であると考え、主要コンテンツ
での開拓は継続実施していきたい。

● ● ●

20
ＥＣサイトでの販売体制確立
及び拡大

オンライン尾張いぬやまふるさと市の実施 継続
ＷＥＢで犬山の逸品が購入できるサイトを設営。38店舗が参加。犬山市観光
協会実施。

オンラインショップの取組みは拡充に時間を要するなど課題は多い。ただし
犬山への来訪動機に繋がるとともに実店舗以外の販路拡大も期待できること
から引き続き実施する。

●

犬山産の米を使用したバウムクーヘンの販売 継続

犬山産の米を使用したバウムクーヘンを製造販売している「ココトモファー
ム」は、店舗数を拡大するなど、新たな犬山の名物として認知も高まってい
る。H31年度のアンケート調査においては、犬山の名物、特産品が「思い浮か
ばない」が1位（53％）であったことからバウムクーヘン商品が更に成長する
ことを期待する。

同左

お茶殻を使用した石鹸の製造販売 継続
犬山茶のお茶殻を利用し石鹸を製造。ＪＡと連携し商品化が完了した（R4年
度～）。

犬山産農産物を使用した新たな六次化商品開発は重要であり、今後、市とし
ても支援を行う。

二ノ宮みかんを使用したみかんジュースの製造
販売

継続
犬山産みかん（二ノ宮みかん）を使用し100％みかんジュースの製造販売を実
施（R4年度～）。

犬山産農産物を使用した新たな六次化商品開発は重要であり、今後、市とし
ても支援を行う。

県内～東海～中部～全国など
圏域ごとの連携強化（名古屋
市・県内自治体・各務原市・
木曽川流域・昇龍道等）

17

●●●

●

●

城・木曽川などテーマに即し
た広域連携とコンテンツ造成
（国宝五城・木曽川中流域・
尾張藩等）

18

●

広域連携による
周遊観光の構築
（市外連携型の
観光コンテンツ

提供）

ゆっくりと
安心して歴

史・文化・自
然が楽しめ、
地域も潤う

（コンフォタ
ビリティ）

域内循環型の
観光産業確立

（地産地消）
21

特産品開発（地域資源活かし
て全国で売れる特産品を）
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22
城下町とその他の地域を結び
つける取組み（出張朝市、案
内所から情報発信強化）

実績なし ― 実績なし 実績なし ● ●

23
地元で調達、地元で消費の仕
組みづくり（マッチング）

宿泊施設での市内農作物の活用支援 継続
ホテルインディゴ犬山有楽苑のレストランにて犬山産の食材使用の支援を実
施。入鹿池のワカサギ、栗栖の野菜(落花生・レモン・葉物野菜）、今井のブ
ドウ、入鹿はちみつ、善師野のお茶など多数。

宿泊施設での市内農産物利用は地産地消の面からも観光地の魅力向上の面か
らも有効と考える。引き続き、宿泊施設の要望に応じてマッチング支援を実
施する。R6.9月には犬山観光特使遼河はるひさん監修の犬山の食材をたっぷ
り使用したランチメニューを開発・販売を実施。

● ● ●

24
老舗・名店になり得る店舗、
名物を増やすための支援・誘
致・働きかけ

【再掲】犬山産の米を使用したバウムクーヘン
の販売

継続

犬山産の米を使用したバウムクーヘンを製造販売している「ココトモファー
ム」は、店舗数を拡大するなど、新たな犬山の名物として認知も高まってい
る。H31年度のアンケート調査においては、犬山の名物、特産品が「思い浮か
ばない」が1位（53％）であったことからバウムクーヘン商品が更に成長する
ことを期待する。

同左 ●

25
新たな財源獲得検討（税、利
用料、寄付、クラウドファン

ディングなど）

【再掲】駐車場使用料の見直し（特定日の設
定）

新規
時期により異なる使用料を設定できる仕組みを導入し、観光駐車場周辺の混
雑緩和への効果検証、歳入の増加を図る為、令和6年6月定例議会にて駐車場
設置及び管理条例の一部改正が可決された。

これにより令和6年11月から観光駐車場の利用増加が見込まれる日として特定
日を設け、1時間あたりの使用料を変更（値上げ）する予定。財源確保と分散
化など課題改善の取組みは重要であり今後も様々な検討と実践を図る。

● ● ● ●

26

自然・歴史資源を活かした多
彩な学びのツーリズムの企画
実施（犬山頭首工、入鹿池、
古墳など）

古墳散策ツアーの実施 継続 東之宮古墳及び周辺の文化財を散策するツアーを実施（R5年10月）。 文化財を楽しむ企画は有効であり、今後も工夫しながら実施の予定。 ● ● ● ● ●

27
犬山温泉の再興（ホテルイン
ディゴ犬山有楽苑とともに）

犬山観光情報での犬山温泉ＰＲ 継続
ホテルインディゴ犬山有楽苑の開業を経て、犬山唯一の温泉である「犬山温
泉」のPRを犬山観光情報ホームページで実施している。

温泉があることは宿泊増を目指す上で重要。現時点での取組みは十分でない
ためプロモーションの在り方など今後更なる工夫が必要。

● ● ●

木曽川鵜飼待合所の改修（木曽川観光㈱） 継続 木曽川観光㈱により、木曽川鵜飼待合所の改修工事を実施（R5.5月）。 眺望を楽しめる座席を設定するなど快適に過ごせる空間となった。

鵜飼実演の高質化（座敷鵜飼） 新規
座敷鵜飼の演目をより見応えがあり充実したものとなるよう、照明や内容を
工夫・改良を行った。R6.5月に友好姉妹都市との交流会での演目として実
演。好評を得た。

鵜匠二名による掛け合いや鵜が歩くさまを披露するなど改良を加え新たな実
演のバージョンを作ることが出来た。今後は更なる改善を図り鵜飼事業の充
実に資する取組みとしたい。

木曽川鵜飼パンフレット・ＨＰの充実（木曽川
観光㈱）

継続

木曽川鵜飼・遊覧のパンフレットをリニューアル（R4年度・6年度）。ホーム
ページも更新、WEB予約も開始した（R4年度～）。R6年度のパンフレットは
鵜飼観覧、わんわんクルーズ、遊覧船などの舟遊びを紹介した総合パンフ
レットとなった。

WEB予約の割合が高まっているとのことであり、今後より利用しやすい仕組
み構築に努める。

29
里山を活かしたアウトドア・
スポーツ観光（トレイルラン
ニングレース開催等）

トレイルランニングレースの開催（R6.春） 新規
ＮＰＯ法人による取組み。新型コロナ感染症拡大の影響を受けるなどで過去3
年、開催できずにいたが再調整の結果、R6.3月に開催した。

トレイルランニングレースについては開催場所の確保を検討中である。別事
業
としてはランタンフェスティバルの開催に向け準備を進めている（秋頃予
定）。

● ● ●

入鹿池のワカサギをブランド化（市内宿泊施設
での利活用促進）

継続

入鹿池で釣れるワカサギをホテルインディゴ犬山有楽苑のレストランで利用
できるような仕組みを構築。釣り人が釣ったワカサギを貸しボート店に渡
し、ホテルに提供。釣り人は1回提供ごとにポイントを得て貯まったらボート
券と交換出来る仕組み。

令和6年度は実施スキームの見直しが必要となり、提供量は僅少となる見込
み。宿泊施設は地元の食材が入手でき、釣り人はボート券が手に入る。地産
地消の取組みが促進され、入鹿池全体のブランディングにも繋がるため、今
後も継続を期待する。

ドーム船の導入(貸ボート店事業） 新規
入鹿池にある貸しボート店のうち2店舗において、ドーム船（屋根があり風雨
にも対応可能なボート）を導入。

貸ボート店による自主事業。厳冬期においても風雨を避けて利用できるため
好評を得ている。市と協会は観光情報HPなどでの告知・周知などを実施。

犬山城みらいサポーターの活動 継続
未来を担う子どもたちが主役となり、犬山城に愛着を持ち市民の力で後世に
引き継ぐため、みらいサポーターを設置（R5年8月20日発足）。対象は市内
在住の小中学生。活動は床みがきや情報発信、イベントの参画など。

これまで犬山城について学ぶ勉強会を2回開催。令和5年8月には三城（松本・
松枝・犬山）で合同床磨きを開催。令和6年度は拡充し五城で合同開催。世界
遺産登録に向けた機運醸成のためにも重要であり今後も積極的に事業実施の
予定。

国宝五城での取組み（国宝五城サミットの開催
in姫路）

新規
令和5年9月、お城ＥＸＰＯIN姫路において、国宝城郭都市（国宝五城）の首
長が集い意見交換をする国宝五城サミットが開催。観光部局でも繋がりを深
め、五城での協力体制強化を図る。

国宝城郭都市観光協議会では従来から五城での一体となった観光振興の強化
を進めている。国宝城郭での協働プロモーションはインパクトが大きく効果
も得られるため今後も観光面での連携を更に深める。

32
（大本町/下本町/魚新通等）
城下町ストリートの特色を出
す（にじみだし）

下本町で文化・アート・クラフト・音楽等イベ
ントの開催（R5年8月～R6年1月）

新規

民間団体「犬山フルまちミュージアム実行委員会」による主催。下本町防災
街区を中心に、アート、音楽、クラフトなどの体験型イベントを開催（R5年8
月～R6年1月）。歴史ある犬山のポテンシャルを活かし文化・芸術を活かした
体験型の観光まちづくりを展開。市及び教育委員会は後援。

点（犬山城）から線（本町ストリート）へと進んできた犬山の観光を面（歴
史的な街並みがある城下町、湊町全体、すなわち「ふるまち」＝故きよき
町）へと展開し、歴史的な文化資源を活かした体験型観光コンテンツの充実
を図ることで、参加する市民の郷土愛醸成を深めるとともに、日帰り観光中
心からインバウンドを含めた滞在型観光への転換と地域住民の郷土愛醸成、
文化の薫り高いまちづくりを目指す。

● ● ●

成田山護摩行 拡充
成田山で毎朝実施されている護摩行の体験紹介。ホテル宿泊者等にご案内、
観光リーフレットにて紹介。

犬山らしさのある魅力的なコンテンツとなり得るため、多様なチャンネルで
紹介している。ホテルインディゴ犬山有楽戦の正月期の宿泊者向けにコンテ
ンツ提供予定。

瑞泉寺座禅体験 継続
瑞泉寺にて毎日曜8時から実施している。R5年度上期プロモーションにて紹
介。以後、R6年度上期でも取り上げるなど犬山観光の魅力を磨き上げてい
る。

早朝コンテンツということもあり宿泊増にも期待している。こうした犬山の
生活の中にある素晴らしい資源はまだ多数あると考え、今後も掘り起こしに
努めたい。

提灯塗り絵体験 拡充
登録有形文化財「堀部邸」にて提灯の塗り絵体験を開催。毎週水曜～日曜
日、各日3回開催。R5年度上期プロモーションにて紹介。

既存の催事、コンテンツは他にも魅力的なものが数多くあるため、発掘し紹
介する取組みは有効と考える。今後も積極的に展開。

チャレンジする施策№.33に記載の「成田山護摩
行」「提灯塗り絵体験」参照。

拡充 同左 同左

着物・浴衣で巡る犬山 継続
城下町には着物レンタルの店舗が5つあり、東海エリアでは特に充実してい
る。「犬山に来て着物を来て楽しむ」ということは浸透して来ており、来訪
動機の一つになっている。

犬山浴衣Instagramキャンペーン、犬山着物Instagramキャンペーンなどとも連
動して盛り上げを図っている。着物を楽しむまち、という定着感は得ること
が出来てきたので今後は「着物を着て美しい風景や建物などのフォトスポッ
トで写真を撮る」という楽しみを提供したい。

投扇興体験 継続
旧磯部邸にて開催。伝統的な江戸遊びを提供。ホストとのやり取りも魅力が
あり好評である。宵の明治村でも出張実施。

同左

犬山ならでは
の

感動が得られ
る

（オリジナリ
ティ）

資源発掘・創造
ブランド形成

（ソフト施策）

木曽川うかいの更なる充実28

34

31

33 ●
既存イベント等を観光資源と
してブラッシュアップ・活用

●
尾張の奥座敷としてのブラン
ドイメージ向上に向けた取組
み

●

域内循環型の
観光産業確立

（地産地消）

ゆっくりと
安心して歴

史・文化・自
然が楽しめ、
地域も潤う

（コンフォタ
ビリティ）

● ● ●

●

●

●

●●●

●

入鹿池（世界かんがい施設遺
産）の資源磨き上げ（ツーリ
ズム、視点場、ワカサギ）

30

国宝犬山城の世界遺産登録に
向けた取組み
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【再掲】明治村、リトルワールドのＭＩＣＥ活
用検討

継続

愛知県国際観光コンベンション課との連携事業。ユニークMICEの場所とし
て、明治村（呉服座、帝国ホテル正面玄関）を選定。情報提供し利用を促す
取組みを実施。また、明治村及びリトルワールドをJNTOが制作するMICEコン
ベンションガイドブックに掲載、活用を促している。

今後も本市の資源を活かしMICE活用が進むよう研究を進めるとともに、支援
を継続する。一方で左記でのミーティングの場としての利活用が多数実現す
るものではないことから、インセンティブ旅行に対する体系的なアプローチ
の仕組みを確立する必要がある。

アート視点でのプロモーション（明治村） 拡充

博物館明治村の聖ザビエル天主堂。色ガラスに白ペンキで草花模様が描かれ
たステンドグラスが特徴的であり、明治村をアートの視点で魅力発信する取
組み。R5年度下期プロモーションにて発信。R6年度上期プロモでは旧帝国ホ
テル・ライト館を紹介。

明治村は重要な建築物が多数所在している。これらはアートの視点でも重要
な観光資源となり得るため、紹介や提供の切り口や見せ方・伝え方を工夫し
て多くの方に関心を持っていただけるような取組みが必要である。また、リ
トルワールドの資料、建築物も同様であり活用の可能性を図りたい。

観光施設に犬山焼を活用（彩雲橋トイレ改修工
事）

継続
木曽川河畔内田地区の彩雲橋公衆トイレ改修工事の際に、室内に犬山焼のレ
リーフを設置（男・女・多目的の3枚）。

施設利用者に快適に使用していただくことに加え、河畔と犬山焼の価値を高
めることに寄与するものと考える。

犬山焼絵付け体験開催 継続
体験型観光コンテンツの一つとして、シェアリングエコノミーの仕組みも取
り入れ、犬山焼絵付け体験を実施。

犬山らしく体験者からも好評を得ている。また、犬山焼の認知度向上と価値
づくりにも資するため継続実施の予定。

37
名古屋市との連携による犬山
のブランディング

名古屋城内でのイベントへの参加（名古屋城ま
つり）

継続

名古屋城内でのイベントに犬山市として参画（R5.5月、R5.8月、R6.5月、
R6.8月他多数）。お城繋がりのプロモーションは、来訪者の属性として「お
城好き」の方も多く、有効である。現地でのプロモーションをきっかけに犬
山城への来訪にも繋がっている。機会を得て今後も参画の予定。

同左 ● ● ● ● ●

38
街道に関する観光資源の開発
（インバウンド、アクティブ
シニア）

「時を旅する愛知の街道」の発行 新規
あいちの歴史観光推進協議会発行（犬山市も加入）。江戸時代から明治時代
を中心とした愛知県の歴史的な街道を対象にした観光ガイドブック。令和6年
6月発行。

街道をテーマに取り上げたガイドブックは近年珍しく、コアなファン層の開
拓、広域観光の促進、愛知県全体の魅力向上の点で有意である。市町単位で
なく愛知県が取りまとめており、単独の市町では成し得ない取組みとなって
いる。

●

【再掲】花手水の設置（初夏及び冬） 継続
犬山城下町に花手水を設置。市及び協会にて城前観光案内所、城前広場、磯
部邸に設置。城下町の多くの店舗の参画もあり、犬山らしく町並みの風情に
合う企画となった（R5年6月・R6年2月・R6年6月実施）。

今後も花手水を継続して設置することで、犬山城下町の価値とブランド力向
上を図る。非繁忙期のコンテンツとしても成長を期待している。各店舗でも
R7年2月頃にも実施予定。

小牧・長久手の戦いに関するコンテンツ造成 継続

小牧・長久手の戦いゆかりの地にちなみ、三種の特別御城印販売及び犬山合
戦帳の配布（R5年3月）。第二弾として特別御城印帳セットを販売（R5年8
月）。
小牧・長久手の戦いゆかりの地（犬山城、羽黒城址、八幡林古戦場、楽田城
址、内久保砦、青塚砦）にのぼり旗を掲出（R5年3月）。
小牧・長久手の戦いを詳しく紹介するパネルを作成。城とまちミュージア
ム、楽田ふれあいセンターにて展示（R5年8月～12月。）。

小牧・長久手の戦いは秀吉と家康が直接対決した、事実上の天下分け目の戦
いであり、更なる価値向上を図る必要がある。紹介パネルは犬山城を攻略し
た3月13日にちなみ、今後も毎年同時期にパネル展を開催予定。

体験型観光コンテンツの造成及び拡充（シェア
リングエコノミーの仕組みを活用等）

継続

シェアリングエコノミーを活用した取組み実績として、R5年度はメニュー数
32件（うち新規メニュー8件）延べ参加者数270人となった。
特に、春、夏などは城前観光案内所等を会場に、「＃思い出できすぎ犬山体
験」として集中的に体験フェアを開催。利活用が進んでいる。
※主なメニュ－はわらじ作り、かんざし作り、犬山焼絵付け体験など

R6以降も継続して担い手・利用者募集の取組みを実施。チラシの作成・配
架、Instagramでの発信、犬山観光情報HPでの周知宣伝をすることで新規メ
ニューの造成増を図る。また、市・観光協会自身もコンテンツづくりを進め
る。

40
高単価・高付加価値商品造成
取組み支援

愛知県事業、インディゴと旅行会社による祭観
覧・屋形船クルーズ商品造成、名古屋鉄道
（株）による高付加価値事業の開催

新規

名古屋鉄道（株）による観光庁補助金を用いた有楽苑、犬山祭のからくりな
どをコンテンツとした高富裕層向けの商品造成を検討中。ホテルインディゴ
犬山有楽苑では旅行会社と連携して犬山祭観覧、高級屋形船の遊覧などを楽
しむ高単価・高付加価値のあるツアー商品を造成催行（R6.4月）。愛知県事
業でも木曽川鵜飼観覧（もしくは屋形船クルーズ）を盛り込んだ高単価商品
の造成を図るモニターツアーを造成予定であり準備を進めている。

名古屋鉄道（株）の高単価商品はR7.2月までに造成販売予定。インディゴの
ツアー造成は旅行会社と連携して随時検討・催行のスキームとなっている。
愛知県事業も年度内にモニターツアーを実施し商品造成を目指すと聞いてい
る。高単価・高付加価値商品は国内外においてニーズが多く見られつつある
ため、機を捉えて造成・実施していく必要があり愛知県、宿泊施設、旅行会
社など関係機関との連携は必須である。今後も情報を密に取り進めていく。

● ● ● ● ● ●

3×3バスケットボール大会の開催 継続

いぬやまスポーツコミッション（スポーツ交流課 所管）の支援により、3×3
のプロバスケットボール大会を城前広場で開催（R5.7月）。70周年記念事業
として成田山でも開催（R6.5月）。プロの試合だけでなく、プログラムに市
内小中学生の試合も組み込まれるなど、市民も楽しめる良い大会となった。

今後も積極的に開催を支援する。

全国学童軟式野球大会の開催 継続
いぬやまスポーツコミッションの支援により、全国学童軟式野球大会を誘致
し令和5年11月に開催。

今年度もR7.1月開催に向け準備をしており、積極的に支援する。

尾張富士の石上げまつり（県文化財指定）の周
知及び価値向上の取組み

新規
令和5年8月に県文化財指定を受けた尾張富士の石上げ祭を周知するため、城
とまちミュージアムにて企画展を開催。また市民総合大学にて石上げ祭を始
めとした犬山の祭について学ぶ機会を設けた。

石上げ祭への参画者が増えるとともに価値向上のため、市のホームページな
ども活用し情報の発信に努める。

犬山観光プロモーションでのアート紹介 新規
犬山観光プロモーションでモンキーパークの若い太陽の塔、博物館明治村の
聖ザビエル天主堂。旧帝国ホテル・ライト館、リトルワールドのンデベレの
家壁画、犬山遊園駅での桃太郎オブジェ等を紹介。

犬山には重要な建築物も豊富である一方でアートの視点でも見応えのある施
設や資源が豊富である。文化・芸術分野の連携・提供は犬山のブランド力向
上において重要であり、引き続きアート視点での紹介・提供を実施する。

第15回鈴木しづ子顕彰会　小中高生「いのちの
俳句大会」

継続
犬山市に所縁のある俳人「鈴木しづ子」を顕彰するとともに、文化の薫り高
い俳句のまち犬山を目指し、小中高生対象の俳句大会を実施（R5年9月実
施）。投句者総数821人。

R6年度も継続して開催予定（R6年9月）。

資源発掘・創造
ブランド形成

（ソフト施策）

犬山ならでは
の

感動が得られ
る

（オリジナリ
ティ）

文化財・芸術・スポーツ分野
の連携と活用（スポーツコ
ミッション等との連携等）

39
異分野連携、多様な主体の参
加による観光コンテンツ・体
験メニュー開発と磨き上げ

犬山焼の新たな価値づくり
（ブランディング）

●●●

●

●

●
世界でも稀有な施設「日本モ
ンキーセンター」「博物館明
治村」のブランド力向上

●●
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41 ●
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重点プロジェクト

犬山観光情報ホームページの更新 新規

犬山観光のWEBでの玄関口である「犬山観光情報」の内容を、常に新しく情
報提供できるよう、更新の頻度を高めている。公共駐車場の空き情報も合わ
せて掲示。また更に内容が豊かになるようR6年度に更新を予定しており準備
を進めている。

年間200万PV以上あり一定の利用がなされているが、今後も見やすく鮮度の
高い情報発信を進める必要があることから令和6年度内にリニューアルを完了
する予定。

わん丸君Ｘ（旧ツイッター）による発信事業 継続
随時及び即時の情報発信ツールとして、Ｘ（旧ツイッター）を活用してい
る。フォロワー数1万超となっており、発信ツールとして有効である。

左記のとおりであり、現在も即時情報の発信ツールとして活用できている。
今後も継続して適切な情報発信に努める。

小澤諒祐と犬山ドローン旅による情報発信 継続
ドローン操縦と撮影の第一人者による動画の作成と発信。他にはない構図と
画による美しい動画を作成し発信している。

新たな表現方法として非常に有効である。美しい映像はTV番組での映像提供
においても重宝されており犬山の価値を高めている。多忙である小澤氏との
調整も必要であるが、今後も継続実施としたい。TV等での映像提供以外も
Instagram、YouTube、TikTokなどでの発信を積極的に実施する。

【再掲】国宝五城によるお城ＥＸＰＯへの参画 継続
横浜市で開催される最大の城イベント「お城ＥＸＰＯ」に国宝城郭都市の５
市による「国宝城郭都市協議会」として参画。他のブースに劣らず大変な好
評を得ることができた（R4年12月、R5年12月）。

本市の大きな強みである「国宝犬山城」を活かしたプロモーションは、コア
なファンの獲得・拡大、目的地となる旅の造成促進に資するものであり、今
後も「お城」を活かしたプロモーションは必須と考え充実を図る。
特に関東圏からの誘客はリニアを見据え重要であると考え、主要コンテンツ
での開拓は継続実施していきたい。

大阪お城フェスへの参画 継続
大阪市で開催される大規模お城おベント「大阪お城フェス」に犬山城として
出展（R5.8月、R6.8月）。関西圏での営業。プロモーションにより強い来訪
動機を促す取組み。

首都圏・関西圏からの誘客はコアなファンへ訴求することも重要であり、本
市の重要コンテンツである犬山城を活用し来訪を促すことは有効であると考
える。今後も城関係の催事出展も中心に誘客宣伝活動を進める。

第390回犬山祭の開催（試楽祭における夜車山
総揃え）

拡充
令和5年度に続き令和6年度もコロナ前の完全な形での車山運行となった。加
えて土曜日の試楽祭では城前広場に13輛の夜車山を並べる試みを実施。非常
にチャレンジングな取組みとなった。

夜車山13輛総ぞろえは大きな事故もなく終えることが出来たが、安全な運営
という点で今後の課題が残った。会場の広さ、観客の多さなどを考慮してプ
ログラムや警備体制を保存会とともに再検討する必要がある。

からくりまち巡りの開催 拡充
令和5年10月にからくりまち巡りを開催。合わせて　11町内の自主実施によ
る車山運行。

令和6年度は車山運行は実施せずからくり披露に注力する。犬山祭の魅力を来
訪者、市民に向け披露することで文化の薫り高い観光地づくりを推進する。

【再掲】花手水の設置（初夏及び冬） 継続
犬山城下町に花手水を設置。市及び協会にて城前観光案内所、城前広場、磯
部邸に設置。城下町の多くの店舗の参画もあり、犬山らしく町並みの風情に
合う企画となった（R5年6月・R6年2月・R6年6月実施）。

今後も花手水を継続して設置することで、犬山城下町の価値とブランド力向
上を図る。非繁忙期のコンテンツとしても成長を期待している。各店舗でも
R7年2月頃にも実施予定。

【再掲】小牧・長久手の戦いに関するコンテン
ツ造成（城）

継続

小牧・長久手の戦いゆかりの地にちなみ、三種の特別御城印販売及び犬山合
戦帳の配布（R5年3月）。第二弾で特別御城印帳セットを販売（R5年8月）。
小牧・長久手の戦いゆかりの地（犬山城、羽黒城址、八幡林古戦場、楽田城
址、内久保砦、青塚砦）にのぼり旗を掲出（R5年3月）。
小牧・長久手の戦いを詳しく紹介するパネルを作成。城とまちミュージア
ム、楽田ふれあいセンターにて展示（R5年8月～12月。）。

小牧・長久手の戦いは秀吉と家康が直接対決した、事実上の天下分け目の戦
いであり、更なる価値向上を図る必要がある。紹介パネルは犬山城を攻略し
た3月13日にちなみ、今後も毎年同時期にパネル展を開催予定。

46
鵜飼の価値を高めるガイダン
ス施設等の整備

取組み実績なし 継続 取組み実績なし
現在の鵜管理事務所は老朽化が進み移転・建替えなど検討が必要であり、合
わせてガイダンス施設の検討も視野に入れる必要あり。まずは必要な機能を
把握した上で、候補地の研究を進める。

●

47
栗栖の自然環境を活かしたア
クティビティサイトの整備と
充実

【再掲】栗栖園地の拡充 拡充
栗栖園地南部分を整備し芝生広場を拡充する工事を実施（R5年1月～3月）。
芝貼り作業を桃太郎発展会を中心とした地域住民とともに行った(R4・5年
度）。整備費用はあいち森とみどりづくり都市緑化推進事業を活用。

芝生広場は現在、キャンプ利用、ピクニック利用で賑わいを見せているが、
広大な芝生広場の利活用の可能性は大きく、多様な活用が考えられる。増水
などの対応も踏まえた上で管理運営体制を国との協議を経て、かわまちづく
り計画策定の中で整理した後に、更なる可能性を模索していく。

● ●

48
栗栖から木曽川犬山緑地まで
の遊歩道整備と交通規制の研
究・検討

愛知県への要望事業 継続 犬山市として愛知県に継続して要望を行っている。 継続して要望を実施。 ● ●

49
憩いの場、滞在の場としての
内田地区木曽川河畔整備（社
会実験から実装へ）

【再掲】「木曽川河畔空間整備 基本構想」策定
と事業推進

拡充
R5.8月に「木曽川河畔空間整備基本構想」を完成・公表。現在は基本構想の
内容を踏まえ、整備に向け河川管理者と協議を進めている。

河畔の整備を目指し、まずは堤防の構造を調べる必要があることから、地質
調査を実施予定(令和6年秋以降）。加えてかわまちづくり策定にも着手
（「犬山市かわまちづくり計画」策定の取組み参照）。

●

50
視点場、案内板、ベンチ等の
整備

木曽川河畔市道犬山395号線に土木施設案内看
板設置（彩雲橋、城下トンネル）

新規
木曽川河畔の土木施設（土木遺産）である彩雲橋、及び城下トンネルを紹介
する案内看板を作成・設置。裏面には国宝犬山城の撮影スポットを地図とと
もに紹介。

土木遺産という新しい視点での資源の紹介は有効と考える。また国宝犬山城
のビュースポットを紹介することは視点場の提供という試みから実施してい
る。今後もこうした案内・設定を図りたい。

● ● ● ● ●

51
歴史的建造物の保存活用に向
けた検討・支援

小島家住宅の整備・活用（㈱DONDENの取組み） 拡充
国登録有形文化財「小島家住宅」を改修し宿泊施設等に利活用する取組み。
㈱DONDENなど民間事業者による事業。R5年度～6年度にかけて改修。

市としても歴史的建造物が解体、除却されてしまうことに懸念があり、今の
時代に即した利活用を見出し「保存と活用」が進むことは非常に好ましいも
のと考えている。本事業は本町交差点北の真野家住宅も合わせて改修し宿泊
施設と飲食店を開業予定（R7.2月）

● ●

【再掲】小島家住宅の整備・活用（㈱DONDENの
取組み）

拡充
国登録有形文化財「小島家住宅」を改修し宿泊施設等に利活用する取組み。
㈱DONDENなど民間事業者による事業。R5年度～6年度にかけて改修。

市としても歴史的建造物が解体、除却されてしまうことに懸念があり、今の
時代に即した利活用を見出し「保存と活用」が進むことは非常に好ましいも
のと考えている。本事業は本町交差点北の真野家住宅も合わせて改修し宿泊
施設と飲食店を開業予定（R7.2月）

移住定住相談窓口の開設 拡充

城下町地区及びクリエイティブ層に限定はせず、市域全体を対象に「移住定
住相談窓口」を設置（企画広報課）。窓口を一元化することで相談しやすい
体制を構築。関連イベントにも積極的に出店し、臨時の移住定住相談窓口を
設置。

今後も移住・定住を検討する方にやさしく分かりやすい窓口となるよう継続
実施する。

53
「美しいまち」を意識した施
設整備（看板、道路、街路樹
など）

事業実績なし - 事業実績なし
犬山らしさを感じるような看板や道路の設えは常時認識している必要があ
る。街路樹も含め空間全体での魅力向上を心掛ける。

●

54
国道41号沿道「道の駅」整備
（市中心部に観光案内機能を
備えた施設整備）

国道41号線沿線に「道の駅」整備検討 終了
R2年基本計画策定したが新型コロナ感染症拡大、物価高騰等社会情勢の変化
もありR2年5月に見合わせ、あり方の再検証となり、その結果令和6年3月議
会施政方針にて計画自体を白紙とすると表明した。

同左 ●

55
新池、中島池の環境学習サイ
ト整備

新池・中島池について環境学習やアウトドア利
用の可能性を検討

継続
関心を示す団体に実施主体（担い手）の可能性を探るためアプローチしたも
のの、実現には至らなかった。

実施主体（担い手）を見出す等、課題が多く事業化は難しい状況である。検
討は継続する。

●

56

二次交通の課題改善と充実
（観光ガイドタクシー、シャ
トルバス運行、バイク、自転
車、ＭaaSなど）

名鉄西部交通によるガイド付き観光タクシーの
実証事業実施

終了
タクシーに犬山観光ボランティアガイド「ナイスで犬山」のガイドが同行し
て観光案内を実施する試験事業。全6コースを設定し実施したが結果として本
格事業化には至らず（R4年9月）。R5年度は未実施。

二次交通は一度に解決するものではなく事業者等関係者と連携し複合的な取
組みが必要であり継続検討。

●

資源発掘・創造
ブランド形成

（ソフト施策）

犬山祭がつなぐ観光まちづく
りの推進

44

42 デジタルコンテンツの充実

犬山ならでは
の

感動が得られ
る

（オリジナリ
ティ）

既存建物を宿泊・ワーケー
ションとして活用検討、クリ
エイティブ層等移住のための
マッチングの取組み

52

● ●●●

景観・インフラ
の

整備

（ハード施策）

●●

●

●

45

●●

●
「水・城・緑」を意識したコ
ンテンツ造成などの取組み促
進

犬山ならでは
の

感動が得られ
る

（オリジナリ
ティ）

景観・インフラ
の

整備

（ハード施策）

首都圏、関西圏、名古屋圏で
のアンテナショップ・商品
セールス展開・PR活動など

43
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令和6年8月までの取組み状況 令和6年9月以降の取組み(予定）基本理念
高めるもの

方向性
チャレンジする施策 事業内容

重点プロジェクト

本町町内会との意見交換会実施 継続
R4年10月に本町町内会と意見交換会を実施。課題が多く、その後町内住民だ
けで話し合いを実施することとなった。その後、R5.3月、R5.6月、R5.10月、
R6.4月と計4回、市長との意見交換会を開催した。

次回意見交換会はR6.10月に予定。市として出来ることから取り組んでいる
が、課題も多く、町内としてのルールづくりも含め継続した検討・検証が必
要である。

ＳＤＧs観光まちづくり会議の開催 拡充

市、観光協会、商工会議所、ＴＭＯなど関係者による課題の共有と改善の為
の協議と実践の機会をR5年7月に設置。月に1回程度、頻度高く開催し協議を
進めている。令和6年7月までに計9回開催。伊勢おはらい町への視察1回。
ワークショップ（防災に関するWS、事業者交流会）等2回開催。

今後も月1回の頻度で会議を開催する予定である。改善のための取組みとして
ワークショップ(意見・情報交換）や交流会なども積極的に実施する。次回は
10月に事業者同士の情報交換会を実施予定。

持続可能な観光地となるための具体的な取組み 拡充

R5年のGW、秋の紅葉シーズン、R6年のGWに各種取組みを実施。具体的には
試験的なゴミ箱設置（城前案内所、どんでん館、丸の内ポケットパーク）、
臨時休憩所の設置（丸の内ポケットパーク）、本町通り住民用臨時駐車ス
ペースの確保（犬山北小学校の駐車場を借用）等の取組みを実施。加えて
R6.5月にはシルバー人材センターによる夕方の時間帯での清掃活動を実施。
また、R6.8月以降、暑さ対策、歩き食べ減少、利便性向上を図り福祉会館跡
地に休憩所を設置。

R6.8月までの取組みを継続しながら、引き続き出来ることから取組みを実
施・拡充していく。福祉会館跡地の休憩所は仮設であり、利便性、運用の容
易さと適切な管理体制を検討する必要がある。その他、歩き食べ減少を促す
POP等の作成、マナー啓発の為のWEBページ作成等を予定。

58

城下町・町内ごとの空間づく
り（武家町・町人地等歴史文
化を踏まえた名所・視点場・
コンテンツ・集いの場形成）

取組み実績なし 継続 取組み実績なし
分散化の為にも、本町通り以外へのにじみだしを促す仕掛け作りが必要であ
る。現状では町名由来看板を設置し城下町各町内の歴史文化を踏まえた仕立
てが一部あるものの、更に拡がりが生まれるよう、今後研究を進める。

● ● ●

59

市民が参画する観光まちづく
り（対話の場、参画の仕組み
づくり、ガイド等観光人材育
成）

【再掲】河畔空間活性化事業の実証事業の一環
として「河畔 de カタリーヴァ（ワークショッ
プ）」を開催

拡充

木曽川河畔空間整備基本構想策定時に内田地区住民との意見交換（ワーク
ショップ）を開催。河畔に必要な機能、あるべき姿などを語りあい意見集約
した。また必要な機能を検証する機会、及び河畔で地域住民が活動したり活
躍したりする機会や気運の醸成、河畔に親しむ契機として地区住民とともに
実証事業を実施（宵のいぬやマルシェ模擬店出店、柿販売の朝市出店、早朝
ラジオ体操開催など）。

内田地区の子どもから高齢者まで多くの関わりを得ながら河畔が唯一無二の
空間となるよう、取組みを継続する。8月末に早朝ラジオ体操、秋に朝市出店
再び、来春には花見など楽しみながら河畔に親しむ取組みを実施予定。灯り
の実証事業も検討。

● ● ● ●

60 DMO機能の導入 ＤＭＯ機能導入に向けた検討 継続
現時点での具体的な取組みは無いものの、犬山市観光協会総会において会議
資料に「ＤＭＯ法人設立に向けた動き」と表記。将来的な目標として位置づ
ける。

将来において観光協会が観光まちづくりの中核となるよう、研究を進める。 ●

市民鵜飼の開催 継続
親子鵜飼（親子で観覧。計32名参加）、なごみ鵜飼（大人2人で観覧。計32
名参加）など、市民が木曽川うかいに親しむ契機として設定。R5年度計64名
参加。多くの方に好評を得ている。

左記のとおり、市民が木曽川うかいに親しみと愛着を持っていただく機会と
して有効であると考えており継続実施の予定。出来れば拡充意向あり。今後
要検討。

夏休み小学生鵜飼体験の開催 拡充
市内小中学生を対象に昼鵜飼の観覧に招待。伝統漁法の学習機会の提供と郷
土愛醸成に繋げる取組み。R5年度計72名参加。R6年度は138名参加の予定。

郷土の伝統文化に触れる機会として非常に有効であると認識しており、今後
も継続実施の予定。出来れば更に拡充したい意向あり。今後スキームを検
討。

大河ドラマを活かした取組み（大河ドラマ鑑賞
会）

新規
令和5年8月にＮＨＫ大河ドラマで小牧・長久手の戦いが舞台となることか
ら、ホテルμスタイルにて大河ドラマ鑑賞会を開催。

大河ドラマで本市が舞台となるシーンを市民が集まり視聴することは貴重な
機会であり郷土愛醸成に繋がるものである。大河ドラマに限らずこうした取
組みは、今後も機会を捉えて実施したい。

犬山歴史文化プラットフォームの発足 新規

令和5年度に犬山歴史文化プラットフォームを発足。市内の文化財保存団体に
声掛けし、地域の歴史文化の保存活用について学講演会を開催（R5年11
月）。令和6年2月に市内文化財の保存活用方法を学ぶため、歴史まちづくり
セミナーを開催した。

継続して実施する。

小中学生向け体験事業（犬山焼絵付け体験、犬
山茶の烏龍茶葉づくり体験等）

継続
小中学生向け事業として特産品協会が実施。犬山焼絵付け体験（R6.8月5
日）、烏龍茶葉づくりと上生菓子づくり体験（R6.7月25日）、バウムクーヘ
ンクレープ作り体験（R6.8月18日）。

特産品の周知と郷土愛増のため有効であり、今後も継続予定。

62
地域に愛される店・市民が楽
しめる店、市民が憩える場づ
くり促進

取組み実績なし 継続 取組み実績なし 内容の検討と具体的な取組みについて研究する。 ● ●

栗栖園地の適正な管理 継続
木曽川河川敷内、栗栖園地の適正な管理を実施。地元住民等による桃太郎発
展会に委託。キャンプ利用などアウトドア利用が進んでいる。

国土交通省木曽川上流河川事務所に対し、河川法準則に基づく区域指定及び
管理団体認定に向けた相談・協議を進めてきた。今後はかわまちづくり計画
に運用に関する事項を記載した上で、将来には管理団体認定により、エリア
マネジメントの実現を図りたい。

体験型観光コンテンツ造成の参画呼掛け（ホス
ト募集）

継続

シェアリングエコノミーを活用して体験型の観光メニュー（コンテンツ）を
造成し来訪者に楽しんでいただくとともに、市民である担い手（ホスト）も
少額ではあるもののお金を稼ぐとともにやりがいを得る機会として、また観
光分野に関わる人材の発掘を目的として取組みを進めている。

爆発的な売り上げなどの経済効果があるものではないが、市民が活躍でき
る、潤いを得られる仕組みとして、非常に有効であり、今後も継続して実施
していく。

市民とともにあ
る

観光

（市民参画・交
流

　・関係人口
・多様な参画）

犬山人の
おもてなしに

出会える

（ホスピタリ
ティ）

市民に潤いのある仕組みづく
り（エリアマネジメント、体
験メニュー、観光分野で働く
等）

63 ●●●

●●●●

●

●● ●●

57

本町通りの在り方再構築（屋
外広告物、ゴミ・音・におい
などの環境）、目指す姿とま
ちのルールづくり

61
インナーブランディング（郷
土愛の醸成）
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【再掲】小澤諒祐（こざわ りょうすけ）と犬山
ドローン旅による情報発信

継続
ドローン操縦と撮影の第一人者による動画の作成と発信。他にはない構図と
画による美しい動画を作成し発信している。

新たな表現方法として非常に有効である。美しい映像はTV番組での映像提供
においても重宝されており犬山の価値を高めている。多忙である小澤氏との
調整も必要であるが、今後も継続実施としたい。TV等での映像提供以外も
Instagram、YouTube、TikTokなどでの発信を積極的に実施する。

メディアを活用した情報発信とブランディング
（パブリシティ）

継続

各種メディア（ＴＶ・雑誌等）への広報宣伝等による働きかけ、及び取材時
の現場対応を実施。令和5年度は取材協力329回。オンエア・掲載回数484回
となった。特に全国ネット・全国誌への掲載（大河関連、お城番組、クイズ
番組等）回数は55回に上り広範囲な情報発信に寄与することが出来た。

メディアを活用した情報発信は多額の費用を要することなく広域かつ強力な
情報発信が可能であり、知名度向上に資するものと捉えている。本市のブラ
ンド力向上にも寄与すると考えており、今後も積極的に活用を進めたい。

犬山観光情報ＨＰ等での情報発信 継続

犬山観光の玄関口となる犬山観光情報からの情報発信を継続して実施してい
る。旬の観光案内を始め、2つの観光駐車場の混雑状況などの情報発信を随時
実施。犬山観光情報HP及び犬山城HPのPV数：約462万PV、わん丸君Ｘ（旧ツ
イッター）フォロワー数：14,590フォロワー。

令和6年度中に犬山観光情報HPを更新（リニューアル）予定であり更に見やす
く分かりやすい内容として、効果的に観光情報を発信できるよう努める。

犬山ロケサービスによる効果的なPRと価値の向
上

継続

犬山ロケサービスチームによる映画等の映像撮影に対する協力。博物館明治
村を中心に映画撮影のエキストラ募集、様々な手続きの調整、必要物の用意
など手厚くサポート。R5～6年度にかけてNETFLIXや映画、NHK朝ドラなどで
の撮影を支援した。

犬山市は博物館明治村を有することから映画等の撮影地に選定される機会が
多くあるが、ロケサービスの丁寧な対応がより選ばれる要因となっているも
のと考える。撮影班による宿泊数も多く得られることからブランディングや
郷土愛醸成に留まらず、消費の拡大にも寄与しており今後も充実した取組み
としていきたい。

遼河はるひ氏 犬山観光特使就任による犬山PR 新規

令和5年10月にホテルインディゴ犬山有楽苑にて遼河はるひ氏の犬山観光特使
就任式を開催した。幼いころからの犬山好きで本人からの立候補により今回
の運びとなった。観光特使による情報発信は1人目の田村淳氏（現在も特使）
同様、強力な発信力があり犬山のブランディング、価値向上の点で非常に効
果がある。遼河はるひ氏ならではのアプローチや持ち味を発揮していただけ
ることを期待している。

遼河はるひ氏が犬山の好きなポイントとして明治村、リトルワールド、温
泉、田楽などの食事を挙げており、今後は食やテーマパーク、温泉などを中
心に犬山の魅力を発信していただけることを期待している。R6.2月に遼河は
るひ氏おすすめ観光スポットやグルメの紹介、市内ホテルスタッフおすすめ
の夜ご飯グルメを紹介した犬山観光グルメマップを発行（観光プロモ協議
会）。またR6.9月にはホテルインディゴ犬山有楽苑とのコラボによりはるひ
氏が監修の犬山食材をたっぷり使用した特別ランチメニューを開発・販売す
る。9/3にはお披露目会を開催など、今後も活躍を期待。

【必要なデータの取得】名古屋経済大学による
観光アンケート調査の実施

継続
犬山市観光戦略の目標指標の進捗把握と確認の為、ＫＰＩに関する事項を中
心に学生によるアンケート調査を実施した（R4.11月）

地元学生によるアンケート調査の取組みは、地域全体で観光施策を進め、共
に検討する方向性を持つことが出来有効である。調査はR6年11月にも実施予
定である。

【ＫＰＩの設定と進捗確認】 継続
犬山市観光戦略に記載の目標指標（ＫＰＩ）の進捗確認を実施。名古屋経済
大学学生によるアンケート調査(R4年11月）などにより状況の把握に努めてい
る。

数値により観光施策の達成度を確認することは必要かつ有効であり、今後も
計画期間内での推移を把握し施策に役立てる。名古屋経済大学学生によるア
ンケート調査はR6年11月にも実施予定。

広域避難所への避難誘導看板設置 継続
城下町地区を訪れた来訪者が災害時に適切に避難できるよう、最寄りの広域
避難場所である内田防災公園までのルートを示す掲示物を本町通りを中心に
設置（R2年度事業）。

城前観光案内所にも避難所を示す案内掲示物を設置した。

防災ワークショップの開催 新規
城下町の事業者を中心に、防災に関するワークショップを令和6年4月に開
催。防災交通課の防災士による講義、災害時の備えに関する参加者同士の意
見交換、避難所の確認などを共有し学びの場となった。

ワークショップの内容は基礎的な情報共有や意見交換であったが、初めての
試みであり、参加者同士の交流も進むなど意義のある取組みとなった。今後
も定期的な開催と位置付けたい。

催事における避難所等の案内 新規

令和6年8月の日本ライン夏まつりロングラン花火の開催期間中に、南海トラ
フ地震臨時情報巨大地震注意が発表されたことから、会場にて来訪者向けに
避難所を周知・誘導する案内物の掲示、会場内で拡声器を用いて直近の避難
所をお知らせするアナウンスを実施。

いざという時、万が一の為の案内であったが、結果的には地震は発生せず無
事に催事は終了。リスクマネジメントという点で十分ではなかったが急遽の
対応の中で出来ることを実施した。今後も状況に応じて適切な対応を心掛け
る。

犬山警察署及び名古屋鉄道(株)との連携 新規 具体的な取組みなし
災害時に駅周辺に集まる滞留者に対する円滑な誘導の方法について、犬山警
察署及び名古屋鉄道(株)と打合せを実施する予定。

災害協定締結者との連携 継続
年に1回程度、連絡を取り状況を確認し、いざという時に機能する体制を維持
する。

災害に備えた取組みとして重要であるため、今後も連携体制を維持する。

【再掲】ＳＤＧs観光まちづくり会議の開催 拡充

市、観光協会、商工会議所、ＴＭＯなど関係者による課題の共有と改善の為
の協議と実践の機会をR5年7月に設置。月に1回程度、頻度高く開催し協議を
進めている。令和6年7月までに計9回開催。伊勢おはらい町への視察1回。
ワークショップ等2回開催。

今後も月1回の頻度で会議を開催する予定である。改善のための取組みとして
ワークショップ(意見交換）や交流会なども積極的に実施する。次回は10月に
事業者同士の意見交換会を実施予定。

【再掲】ＤＭＯ機能導入に向けた検討 継続
現時点での具体的な取組みは無いものの、犬山市観光協会総会の場において
会議資料に「ＤＭＯ法人設立に向けた動き」と表記。市と観光協会にて意見
交換を実施した。

将来において観光協会が観光まちづくりの中核となるよう、研究を進める。

【チャレンジする施策】　観
光関連データの収集整理と分
析、多様なメディアを活用し
た情報発信による知名度向
上、目標とする数値（KPI）の
設定と管理
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マネジメントを重視した観光推
進体制の整備

自然災害・衛生のためのマネジ
メントの充実

データを活用したプロモーショ
ンの展開

【チャレンジする施策】　観
光まちづくりプラットフォー
ムの構築、犬山らしさを磨く
観光まちづくり推進組織
（ex.DMO）の設置

【チャレンジする施策】　事
業者間連携によるリスクマネ
ジメント、安心・安全の観光
地を具現化する取組み、BCP・
DCMの体制づくり


